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研究課題名 地域特性を反映した外来在宅療養支援スクリーニング項目

の再構築と運用の成果 

実施責任者 所属・職名：外来看護部 看護師長 

氏名：澤田 麻実 

研究の概要 当院外来では、在宅療養支援を行うために手順を作成しまし

たが、支援の対象者を十分に抽出できませんでした。そこで、

当院の地域特性を反映した項目が必要であると判断し、実際

に介入した在宅療養支援のデータを基に当院に適した項目

を明確化し、手順を修正することを目的としています。この

実践報告では、すでに診療の中で記録している情報を基に調

査を行います。患者さんに新たにお話を伺うことは一切あり

ません。 

対象となる個人情報 診療科、介護保険、地域との連携先、利用しているサービス、

家族背景、入退院支援センターでの相談内容・介入内容 

氏名・年齢・住所など個人を特定できる情報は、データに含

めません。 

実施の期間 西暦 2025 年 7 月 1 日より 

西暦 2025 年 9 月 30 日まで 

研究対象 外来看護師から入退院支援センターへ在宅療養支援介入を

依頼した患者さんおよびご家族 

 


